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基本的な考え方・推進体制

主な取り組み項目および指標・実績
省エネルギーの取り組み

①エネルギー消費量の削減

②ＣＯ2排出量の削減

■■

■■

基本的な考え方
当社は、化学物質の開発から製造、流通、使用、最終
消費を経て廃棄に至る全サイクルにわたって環境・安全面
の対策を実行し、改善を図る“レスポンシブル・ケア（RC）”
　活動を経営の重要な課題の1つとして推進しています。

活動体制
RC活動は、RC規程の下、RC委員会（委員長：社長）

を設置し、中長期的視野から取り組みを推進しています。
RCに関しては、環境保全、化学品安全、労働安全衛生、
物流安全、保安防災の５つの項目を軸に活動を行ってい
ます。

RC世界憲章RC世界憲章

RC 委員会  
委員長 : 社長

環境
委員会

安全衛生
委員会

SBT推進
委員会

品質
委員会

田岡化学のレスポンシブル・ケア活動体制

関連するSDGs

環境負荷の全体像 2023年度
当社の環境保全活動は、まず環境負荷の全体像を把握することから始まります。

エネルギー

9,467kℓ
電力 3,380kℓ
ガス他 6,087kℓ
 （原油換算）

製 品

33,562t

大気排出量

CO2 15,117t
（購入電力分含む）
NOx 3.725t
SOx 0.00t
ばい塵 0.00t
PRTR物質 5.436t

水域排出量
COD 79.645t
全窒素 2.928t
全燐 2.171t
PRTR物質 0.0t

廃棄物排出量

13,430t

水

771,646t

原材料

37,063t

排水処理

排ガス処理

田岡化学の
事業活動

INPUT OUTPUT

（※）COD 79.645t（※）COD 79.645t




